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２０２４年７月２日に開催された、長崎県議会 文教厚生委員会にて、 

中村泰輔県議会議員が、NCCU が３月に開催した「NCCU タウンミー

ティング」の中で上がった組合員の「声」を長崎県に届けてくれました！ 

 

 

【主な発言内容】（抜粋） 
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長崎支部のみなさんへ 
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中村 泰輔県議会議員が 

NCCUの組合員の「声」を県に 

届けてくれました！ 

１．喀痰吸引の研修について 

    公益財団法人介護安定センター長崎支部が令和６年度に行う喀痰研修の案内があるが、 

昨年の状況を確認したところ、最小開催人数が 12名ということで、中止になり、結果 

的に参加が出来なかった。県の研修がなくなって、外部機関に頼ることは、合理的な的 

な考え方であるというように思うが、そこには、救われない方もいるという事は、認識 

してほしい。 

 

２．離島の喀痰吸引の状況について 

やはり離島の方が、研修を受ける時に本来であればその離島で同じような研修が受けれ 

ば良いですが、そういった研修機会に恵まれていないそういう状況です。島、市に確認 

を行い、離島であろうが、講師の方に来ていただくとか、移動にかかる費用が全体的に 

かかってくると思うので、ぜひご支援をお願いしたい。 

県の答弁☛☛☛ご指摘の通りです。離島につきましては、どうしても研修を受ける機会は、

本土になる。研修等受に来られることで、旅費がかかることは認識している。少し離島の方の

お話をお聞き、状況が変わった点については、実際その通りであると思うので、ご要望をお聞

きして必要な対策を講じていきたい。 
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中村泰輔県議会議員の文教厚生委員会の質問で、現状を含め、今後の対策に

ついて、しっかりと共有を行いながら、組合員が働きやすい地域へとなれる

ようしっかりと連携を図り進めていきたいと考えております。 

３．喀痰吸引の実地研修について 

県のホームページで受け入れ先が案内されているが、ホームページに問い合わせたとこ 

ろ、「受け入れてくれなかった」という事があったが、県に確認したところそんなこと 

はないと言われたが、いずれにせよホームページ見せ方の見直しをして頂きたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．介護の認定及び申請書類について 

     市町村に同じ申請をする時、例えば「長崎市で提出する資料」と「長与町で提出 

資料」が違ったり、押印がいる、いらないなど、受け入れの市町村によってフォ 

ーマットが違っている。これが、非常に件数も多いこともあり、仕事をする上で 

現場では、相当の負担になっている。中身は同じなので統一化してほしいという 

要望が出ている。 

 

 

＜委員会の中での答弁はありませんでしたが、県が案内しているものに確認したようですが、以下の

ことが判明した。＞ 

県の回答☛☛☛ 

◆喀痰吸引研修について県が登録研修機関として県 HP に掲載している機関です。 
https://www.pref.nagasaki.jp/bunrui/hukushi-

hoken/koreisha/tannnokyuuin/kensyuuannai/444928.html 

※このうち、（株）プレゼンス・メディカルについては、実地研修のみでも対応可能であり、業者が提携している医療

機関等において研修を実施している。 

 

◆こちらが「他施設から」実地研修の受入にご協力いただける施設及び医療機関一覧です。 
https://www.pref.nagasaki.jp/shared/uploads/2020/01/1579838820.pdf 

 

※ただし、こちらが大変申し訳ありませんが、少し古い情報となっており、相談者の方がこちら

のいずれかの機関に問い合わせをされて、実地研修はできないと答えられた可能性もあるのでは

ないかと考えております。いすれにしましても、最新の情報を丁寧にわかりやすくお伝えできる

よう HP 掲載内容を見直したいと考えている。 

県の答弁☛☛☛ 
全国共通の様式で電子申請によって対応してするため、国主導で行われている。本県も 6月１

日から施行しており、7月１日に県の様式につきましては、この電子申請によって申請をいただ

くという形で正式にしたいと思っている。各市町村もこういう形で進めていただく必要がある

が、現段階で、この電子申請を運用している県内の市町村は７市町あり、すべて、県と市町同

じ様式にこの電子申請を使えばなります。なので、今後その負担と言うのは、この電子申請で

大きく異なると思っておりますので、令和６年度には、ほとんど市町村がやっていただけると

いう話をしておりますので、検討している各市町村も速やかにこの制度を導入していただける

ようお願いしたいと思っている。 

中村泰輔県議会議員が出席した「長崎県議会 文教厚生委員会」については、 

YouTube で見ることができます！ 

内容を良く聞いて頂けると「組合の方々から…」などと発言をしてくれています。 

県の答弁なども含め、是非ご確認ください。 

中村県議の発言時間は（29:45～50:15）になっています☛☛☛check！！ 

 

https://www.pref.nagasaki.jp/bunrui/hukushi-hoken/koreisha/tannnokyuuin/kensyuuannai/444928.html
https://www.pref.nagasaki.jp/bunrui/hukushi-hoken/koreisha/tannnokyuuin/kensyuuannai/444928.html
https://www.pref.nagasaki.jp/shared/uploads/2020/01/1579838820.pdf

